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自粉 100°/0の「山内十書」そば」

道の,(さんない内にあるレストラン 「農香庵Jで は、地

元のそば粉を使った 「山内十言1そばJが 売り物.コ シと歯

ごたえが白1掌のそばは100%山 内産の玄そばを使っていま

す。また、作付けから刈り入れまでを楽しめるそばのオー

ナー制度を取り入れるなど珍しい取り組みも行っています。

4年 前から 「農香庵Jで そば打ちをしている佐々木品

彦さん (33)は 「そばは、打ち手により味わいも変わる。

お客様が満足するようなそば作りをしていきたいJと 意欲

を見せていました。

13日3 Nol1 5

老後の備えは農業者年金

十横手市賃借料情報 ……

■第フ回横手食育見間録
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No 15 横 手 市 農 業 委 員 会 だ よ り

農
業
委
員
会
は
、

地
域
の
農
政
を
推
進

す
る
た
め
、

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
会

活
動
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、

毎
年
、

市
内
の
小
学
５
年
生

を
対
象
に
、

農
業
体
験
や
農
作
物
に
対
す

る
思
い
を
作
文
　
図
画
に
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。

今
年
度
は
作
文
、

図
回
と

も
そ
れ
ぞ
れ
に
二
百
九
十
九
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
２
月
に
審
査
を
行

い
、
３

月
４
日
に
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

審
査

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、

「食
育
」
の
必
要

性
と
重
要
性
を
認
識
し
、

「健
康
で
豊
か

な
人
間
形
成
と
食
糧
自
給
率
の
向
上
」
に

向
け
、

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
広
く
活

か
し
て
ま

い
り
た

い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。

図
画

コ
ン
ク
ー
ル

潤
淵
電
野
田
ョ
覇

最
優
秀
賞横

手
南
小
学
校

５
年
　
林
　
祐
樹
さ
ん

優

秀

賞横
手
南
小
学
校

５
年
　
度
瀬
　
業
乃
花
さ
ん

朝
倉
小
学
校

５
年
　
長
崎
　
友
里
さ
ん

吉
回
小
学
校

５
年
　
柴
田
　
杏
さ
ん

十
文
字
第

一
小
学
校

５
年
　
】返
藤
　
安
美
さ
ん

南
小
学
校

５
年
　
佐
々
木
　
雅
さ
ん

‐
図

画

の

部

　

　

　

‐

最
優
秀
賞朝

倉
小
学
校

５
年
　
吉
川
　
茉
里
さ
ん

優

秀

賞睦
合
小
学
校

５
年
　
助
川
　
敬
生
さ
ん

田
根
森
小
学
校

５
年
　
佐
藤
　
琢
磨
さ
ん

じ

田
根
森
小
学
校

５
年
　
仙
北
谷
　
あ
ゆ
さ
ん

阿
気
小
学
校

５
年
　
泉
谷
　
勤
宇
さ
ん

阿
気
小
学
校

５
年
　
】退
藤
　
直
大
さ
ん

最
優
秀
賞
作
品
に
つ
い
て
は
６
ベ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１
月
３‐
日
に
農
業
委
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、

は
じ
め
に
積
手
市
産
業

経
済
部
農
業
振
興
課
　
鈴
木
長
悦
課
長
よ

り
平
成
２５
年
産
米

の
生
産
数
量
目
標
等
に

じ

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

近
年

の
横
手
市
に
お
け
る
主
食
用
米
作
付
及
び

生
産
調
整
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、

平
成
２４
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

「
人

・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
策
定
状
況
に
つ

い
て
市
産
業
経
済
部
　
関
口
悦
雄
次
長
よ

り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

同
プ
ラ
ン
は
「持

続
可
能
な
力
強

い
農
業
」
の
実
現
に
向
け

て
、

地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
に
対
し

て
、

農
地
集
積
に
よ
る
大
規
模
化
と
農
地

の
流
動
化
を
推
進
す
る
も
の
で
、

「
地
域

の
話
し
合

い
の
下
で
」
作
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、

地
域
の
農
業
者
に

対
し
て
、

「
人

・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
必
要

性
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

プ
ラ
ン
の
位

置
づ
け
に
よ
り
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。


